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研究成果の概要（和文）：本研究は日本都市史を「図」という視点から視覚的に叙述することを目指した共同研
究である。期間は3年間で、初年度は史料・研究リストの作成と図化の方法論について議論し、図化の大方針を
定めた。2年目は図のレイアウトと図化項目案についての検討を行った。そして最終年度である3年目には具体的
な事例研究を行った。研究会では、日本近世・近代都市史の若手研究者を招いて報告をお願いし、都市空間の図
化を具体的な事例をもとに議論した。

研究成果の概要（英文）：This research is a joint research aiming to visually describe Japanese urban
 history from the viewpoint of "figure". The period was three years, and in the first year, we 
discussed the methodology of drawing materials and research lists and plotting, and determined the 
plotting policy. In the second year, we examined the layout of the figure and the drafting items. 
And in the third year, which is the final year, we did a concrete case study. We invited young 
researchers from the early modern and modern urban history of Japan to request a presentation, and 
discussed the mapping of urban space based on concrete examples.

研究分野：都市史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、日本の都市空間の時代ごとの特質とその変遷、都市・地域の個性、都市間の関係のありような
どを視覚的に明らかにする点にある。視覚化の方法論を鍛えることは、都市史の分析をより具体的なものとする
ことにもつながるし、また文章のみによる叙述に比べてより直観的表現となるがゆえに、専門分野や言語の壁を
超えて、都市の歴史と将来ビジョンを議論する基盤を提供するという意義もある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の歴史的都市空間を図化してまとめた先駆的な成果として挙げられるのは高橋康夫らによ
る『図集日本都市史』（東京大学出版会、1993 年）である。これは、当時の最新の研究成果を
もとに、図と解説文によってヴィジュアルな日本都市史通史を描いたもので、都市史研究の基
礎資料としてその後の研究進展にも大きく寄与してきた。しかしその刊行からはすでに 22 年
が過ぎ、その間に生み出された豊富な研究成果の補訂もなされていないし、また近代・現代都
市史の章を欠いているという重大な問題もある。一方、その後に刊行された『都市史図集』（彰
国社、1999 年）では、現代までを射程に入れてはいるものの、全世界を対象としている関係で
紙幅に限界があり、質・量ともに十分な内容とは言いがたい。そのほか、佐藤滋らによる『図
説城下町都市』（鹿島出版会、2002 年）は日本全国の城下町のプランを広く図化し、その設計
手法を図示したものであるが、対象は城下町に限られ、通史的叙述は目的とされていない。そ
してこれら現行の図集はいずれも日本語のみで記述されており、海外への発信は全く企図され
ていない。近年の都市史研究の学際化・国際化の流れをふまえるならば、古代から現代までの
日本都市史研究の成果を国内外問わず広く共有できるような基礎資料としての図集を作成する
ことは急務である。 
また、図化の基礎となる絵図に関する研究としては、古くは矢守一彦『都市図の歴史』（講談

社、1974 年）などの先駆的成果があるが、近年はいっそうの進展をみせており、とくに杉本史
子らによる『絵図学入門』（東京大学出版会、2011 年）は、絵図の諸要素と類型、作製の技法、
絵図活用の可能性までを総合的に検討した成果といえる。今後はここで挙げられた論点をふま
えて、絵図からどのような情報を読み取り、何をどこまで図化するのかについて議論を深める
ことが重要となろう。 
そのさいに援用されるべきは、土木史や歴史地理学の分野で進められてきたGIS研究である。

この分野では近年、清水英範・布施孝志『再現江戸の景観』（鹿島出版会、2009 年）、『京都の
歴史 GIS』（ナカニシヤ出版、2011 年）、『歴史 GIS の地平』（勉誠出版、2012 年）、『近世測量
絵図の GIS 分析』（古今書院、2014 年）などの多くの成果が出され、歴史的絵図からの高精度
な復元図作成の方法論や、GIS を活用した歴史的都市空間の解析手法についての議論が蓄積さ
れつつある。そこでの具体的な図化は未だ一部の都市にとどまっているが、今後はこれらの成
果に学びながら、時代と対象を拡げ、共有可能な図集として公刊していくことが求められる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本の都市空間の時代ごとの特質とその変遷、都市・地域の個性、都市間の
関係のありようなどを視覚的に明らかにし、通史として叙述するために必要な学術的知見を得
ることである。そのために近年の絵図学・GIS（地理情報システム）研究の進展に学びつつ、
図化の方法論を追究する。成果については、日英併記の図集としての刊行を視野に入れ、日本
のみならず海外の学生・都市史研究者も利用可能とすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究では研究開始時点では以下の 4 つの作業を想定していた。すなわち、（1）日本の都市に
関する基本的な絵図・地図史料およびそれらを活用した研究のリスト化、（2）絵図・地図をも
とにした復元図作成の方法論についての研究、（3）都市史基本用語の英訳についての研究、（4）
以上の作業をふまえたうえでの、古代から現代までを網羅した都市史図集の作成である。 
 一方で具体的な作業に取りかかってみると、上記『図集日本都市史』において基本的な図が
作成されている前近代に対して、近年の研究の進展に比して「図化」に対する蓄積がほとんど
ない近現代について、何をどのように図化するのかの絞り込みに要する作業が膨大であること
がしだいに明らかになってきた。また研究初年度に米国人日本都市史研究者を研究会に招き意
見を求めたところ、中途半端な英語併記をするよりはまずは内容面の充実を優先すべきとの助
言をいただいたこともあり、本研究では（1）と（2）を中心に進めることとなった。 
 
４．研究成果 
近現代の図化が当初の想定よりも多くの作業が必要であることが明らかになったこともあり、
本研究期間内では図集作成の具体的な作業までには至らなかったが、図化に対する基本的な方
法論の形成と、具体的な図化項目のリストアップをまとめることができた。まず前者について
は、地理学との差別化を念頭に、絵図そのものを示すよりも空間の読み取り方、解釈のありよ
うを示すことを主眼とし、その時代を代表する基本的な図を作成することと合わせて、都市の
細部に着目し、その実態に迫る空間分析を行うという方針を固め、図化のパイロット版も作成
した。後者については、古代 15 項目、中世 25 項目、近世 25 項目、近現代 40 項目を、図化す
べき対象も含めてリスト化し、また複数の時代や都市にまたがる横断的テーマ 13 項目を設定
した。3 年目には具体的に 4 つのテーマについて、近世近代都市史の若手研究者を招いた研究
会を開き、図化の方法論と空間分析を行った。 
本研究期間内での代表的成果としては、まず都市史学会編『日本都市史・建築史事典』（丸善

出版、2018 年）が挙げられる。同書は古代から現代までの日本の都市史・建築史の基本的キー
ワードを文章として解説したもので、図化は指向しないものの都市史の通史的叙述という点で
は通底する。本書には岩本が編集委員として、岸・松山・初田が執筆者として参画している。



もう一つの代表的成果は、「都市の危機と再生」研究会編『危機の都市史―災害・人口減少と都
市・建築』である。これは都市の危機というテーマについて、空間史（建築史）研究者が共同
で執筆した論集であり、初田が取りまとめ役となり、岸と岩本が執筆者として参画している。
この論集にも本研究会における、空間史の方法論についての議論が活かされている。 
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